
名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

登
録
年
月
日

関
西
電
気
工
事
工
業
協
同
組
合

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
浜
崎
通
二
番
八
号

平
成
二
十
四
年
九
月
三
日

平成™›年 月˜˜日 火曜日 第œŸŸš号官 報
輸
第
1
1
8
5
1号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ

Ａ
中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

輸
第
1
1
8
5
2号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ

Ｂ
中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

輸
第
1
1
8
5
3号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

輸
第
1
1
8
5
4号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ

中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

輸
第
1
1
8
5
5号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ

中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

輸
第
1
1
8
5
6号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｂ

中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

輸
第
1
1
8
5
7号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

M
o
n
ste

r
B
lo
o
m

中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

輸
第
1
1
8
8
5号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

Ｐ
Ｋ
1
3／

1
4

中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

輸
第
1
2
1
9
4号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｔ
中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

輸
第
1
2
1
9
5号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
Ｓ

中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

輸
第
1
2
1
9
6号

家
庭
園
芸
用
複

合
肥
料

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
中
尾
伸
二

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
東

山
町
１
丁
目
３
番

3
5
`

4
0
7号

生
第
8
1
5
8
9号

汚
泥
発
酵
肥
料
東
備
エ
コ
ス
タ
ー

和
気
・
赤
磐
共
同
コ
ン

ポ
ス
ト
事
務
組
合

岡
山
県
和
気
郡
和
気
町
苦

木
８
番
地

２
保
証
成
分
量
そ
の
他
の
規
格
（
肥
料
取
締
法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
肥
料
に
あ
っ
て
は
、
含
有
を
許
さ

れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
そ
の
他
の
規
格
）

肥
料
の
名
称
ご
と
の
保
証
成
分
量
そ
の
他
の
規
格
（
肥
料
取
締
法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
肥
料
に
あ
っ

て
は
、
含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
そ
の
他
の
規
格
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
農
産
安
全
管
理
課
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
九
十
八
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
調
査
機
関
と
し
て

次
の
者
を
登
録
し
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

〇
環
境
省
告
示
第
百
三
十
三
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
九
条
の
十
第
一
項
の
一
般
廃

棄
物
及
び
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
の
産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
に
係
る
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
第
九
条

の
十
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
四
項
及
び
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日

環
境
大
臣

細
野

志

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

イ

氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
最
上
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ロ

住
所

山
形
県
最
上
郡
最
上
町
大
字
東
法
田
九
百
二
十
八
番
地

ハ

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

大
場
千
佳
子

二

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
の
設
置
の
場
所

山
形
県
最
上
郡
最
上
町
大
字
東
法
田
字
大
沢
山
九
百
二
十
八
番
三
百
八
十
九
、
九
百
二
十
八
番
四
百
十
八
及
び
九

百
二
十
八
番
四
百
八
十
一

三

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
の
種
類

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
、
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
溶
融
施
設

四

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
及
び
産
業
廃
棄
物
の
種
類

イ

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物

ロ

廃
石
綿
等

ハ

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物

五

申
請
年
月
日

平
成
二
十
四
年
八
月
十
三
日

六

縦
覧
場
所

環
境
省
大
臣
官
房
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
産
業
廃
棄
物
課
及
び
東
北
地
方
環
境
事
務
所
廃
棄
物
・
リ
サ
イ

ク
ル
対
策
課
、
山
形
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
循
環
型
社
会
推
進
課
及
び
山
形
県
最
上
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
環

境
課
並
び
に
最
上
町
町
民
税
務
課

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
二
十
五
号

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
登
録
建
築
物
調
査
機
関
を
登
録
し
た
の
で
、
法
第
七
十
六
条
の
十
に
お
い
て
準

用
す
る
第
五
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

森
北

佳
昭

一

登
録
建
築
物
調
査
機
関
の
名
称

株
式
会
社
千
葉
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

二

住
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
中
央
四
丁
目
８
番
５

三

代
表
者
氏
名

代
表
取
締
役

鈴
木

和
吉

四

登
録
年
月
日

平
成
二
十
四
年
九
月
三
日

五

登
録
建
築
物
調
査
機
関
が
建
築
物
調
査
の
業
務
を
行
う
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
千
葉
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
中
央
四
丁
目
８
番
５

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
六
号

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
第
三
号

の
規
定
に
基
づ
く
水
域
と
し
て
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
五
日
か
ら
同
年
九
月
十
六
日
ま
で
の

毎
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
間
に
限
る
。）。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

福
岡
県
柳
川
市
本
城
町
一
番
五
地
先
所
在
の
黒
門
橋
を
中
心
と
す
る
半
径
六
百
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に
あ
る
水
域

（
水
郷
柳
川
の
水
の
祭
典
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
柳
川
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
で
使
用
さ
れ
る
水
域
に
限
る
。）
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